
物
価
高
を
背
景
と
し

た
賃
上
げ
闘
争
の
陰

に
隠
れ
て
い
ま
す

が
、
「
長
時
間
労
働
」
「
過
労

死
」
は
依
然
と
し
て
労
働
者

の
大
き
な
課
題
で
す
。
建
設

業
や
運
送
業
の
「
２
０
２
４

年
問
題
」
は
解
決
の
糸
口
が

見
え
ま
せ
ん
。
労
働
時
間
を

短
縮
し
休
息
時
間
の
確
保
が

大
き
な
課
題
で
す
。
Ｇ
Ｗ
も

カ
レ
ン
ダ
ー
通
り
の
人
、
10

連
休
取
得
で
き
た
人
も
い
ま

す
が
、
休
み
が
取
れ
ず
に
働

き
づ
め
の
人
も
い
た
と
思
い

ま
す
▼
様
々
な
業
界
に
お
い

て
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
、
職

場
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い

る
今
日
、
休
み
づ
ら
い
、
残

業
が
多
す
ぎ
て
困
る
と
い
う

声
が
増
え
て
い
ま
す
▼
一

方
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
残

業
を
減
ら
し
た
の
は
良
い
の

で
す
が
、
残
業
代
が
減
り
す

ぎ
て
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た

い
う
話
も
聞
き
ま
す
▼
今
こ

そ
「
８
時
間
働
い
て
、ま
と
も

に
暮
ら
せ
る
賃
金
を
」
と
い

う
要
求
を
現
実
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
で
す
▼
教

員
の
「
給
与
特
例
法
」
を
始

め
、
い
わ
ゆ
る
「
固
定
残
業

代
」
で
働
か
せ
放
題
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
き
っ
ぱ

り
と
止
め
さ
せ
る
と
と
も

に
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
残

業
規
制
を
守
ら
せ
て
「
長
時

間
労
働
」「
過
労
死
」
を
根
絶

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
は
、
労
働
組
合
の
力
を

大
き
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
Ｋ
Ｋ
）

愛労連第２回評議員会
と　き　6 月 15 日（土）

　　　　１３時会場　１３時半開会　

ところ　労働会館東館２階ホール

ラ
ス
余
剰
金
が
３
％
以
上
出

た
ら
還
元
す
る
と
い
う
要
求

に
近
い
回
答
を
引
き
出
し
ま

し
た
。

　

医
労
連
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
賃
上
げ
に
向
け
て

の
記
者
会
見
を
実
施
。
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
賃
金
不
足

　

記
者
会
見
に
８
社
集
ま
る

額
４
万
２
９
８
０
円
、
生
活

が
苦
し
い
訴
え
は
６
割
を
超

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報

告
。
報
道
機
関
は
、
８
社
が

集
ま
り
関
心
の
高
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

（1） 愛　労　連 No.371 2024年5月10日発行2024 年 6 月号

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町 9-7
労働会館東館 3F
TEL052-871-5433
FAX052-871-5618

2024年6月号
発行人  竹内　創

 URL http://www.airoren.gr.jp

371

ねばって上積み回答引き出す
物価高騰を上回る賃上げめざしたたかい続く

　

２
０
２
４
国
民
春
闘
は
後
半
に
入
り
ま
し
た
が
、
物
価
高

騰
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
め
ざ
し
て
多
く
の
組
合
が
た
た
か

い
続
け
て
い
ま
す
。
粘
り
強
く
団
体
交
渉
を
重
ね
て
、
上
積

み
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
を
上
回
る
回
答
が
多

く
出
て
お
り
、
た
た
か
い
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

　

春
闘
後
半
ね
ば
り
強
く

　
　

団
交
を
重
ね
上
積
み
か
ち
と
る

　

福
保
労
で
は
、
全
職
場
で

要
求
書
を
出
そ
う
と
働
き
か

け
を
続
け
、
昨
年
度
よ
り
も

多
く
の
要
求
書
を
提
出
で
き

ま
し
た
。

　

み
な
と
福
祉
会
分
会
で

は
、
こ
の
春
闘
で
24
年
度
の

年
間
一
時
金
を
３
・
５
ヶ
月

（
23
年
度
よ
り
プ
ラ
ス
０
・

２
ヶ
月
）
や
、
子
の
看
護
休

暇
の
有
給
保
障
、
子
育
て
世

代
の
コ
ロ
ナ
特
別
休
暇
保
障

の
継
続
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。
回
答
で
は
一
時
金
３
・

０
ヶ
月
（
マ
イ
ナ
ス
０
・

３
ヶ
月
）
子
育
て
世
代
の
コ

ロ
ナ
特
別
休
暇
の
廃
止
案
が

出
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
、
み
ん
な

で
思
い
を
出
し
合
う
分
会
会

議
を
実
施
し
、
組
合
員
そ
れ

ぞ
れ
の
気
持
ち
を
共
有
し
ま

し
た
。
団
交
に
は
多
く
の
参

加
者
を
募
り
、
他
の
分
会
か

ら
も
支
援
が
入
り
ま
し
た
。

若
い
職
員
か
ら
は
「
や
り
が

い
も
あ
り
、
働
き
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で

は
一
人
暮
ら
し
も
厳
し
い
」

と
切
実
な
訴
え
。
中
堅
職
員

は
「
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
若
手
が
働
き
続
け
ら

◆◆ 2024 春闘　おもな回答・妥結状況◆◆

　

組
合
員
数
の
４
倍
の
署
名
で

　
　

 

マ
イ
ナ
ス
か
ら
４
％
賃
上
げ

　

最
低
賃
金
と
公
務
員
賃
金
の

　
　

大
幅
引
上
げ
盛
り
上
げ
よ
う

　

医
労
連
・
全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病

院
労
組
の
中
央
団
体
交
渉
で

は
、
昨
年
10
月
か
ら
中
労
委

申
立
て
な
ど
労
使
紛
争
が
続

い
て
い
た
「
２
０
２
３
年
人

勧
引
上
げ
額
を
半
減
強
行
し

た
問
題
」
に
つ
い
て
、「
半
減

を
や
め
回
復
す
る
」
内
容
で

労
使
合
意
し
ま
し
た
。
春
闘

交
渉
で
は
、
全
員
一
律
２
％

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
含
む
定
昇

込
み
４
％
の
賃
上
げ
。
非
常

勤
職
員
の
時
給
２
２
０
円
引

き
上
げ
を
勝
ち
と
り
ま
し

た
。
中
京
病
院
支
部
で
も
意

見
書
の
提
出
や
、
反
対
署
名

を
組
合
員
数
の
４
倍
を
集
め

れ
る
よ
う
に
、
ボ
ー
ナ
ス
と

い
う
形
で
支
え
て
ほ
し
い
」

と
発
言
。
理
事
会
か
ら
一
時

金
を
３
・
３
ヶ
月
に
戻
す
な

ど
前
進
回
答
を
引
き
出
し
ま

し
た
が
、
提
出
し
た
要
求
は

３
・
５
ヶ
月
。
職
員
の
が
ん

ば
り
に
応
え
て
上
乗
せ
し
て

ほ
し
い
と
、
さ
ら
に
団
交
を

継
続
し
ギ
リ
ギ
リ
の
改
善
を

求
め
ま
し
た
。
３
次
回
答
で

は
、
一
時
金
３
・
３
ヵ
月
プ

最低賃金１５００円以上めざして元気に名駅で宣伝

　

激
し
い
物
価
高
騰
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
が

必
要
で
す
。
そ
の
土
台
と
な

る
の
が
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
が
必
要
で
す
。
最
低

賃
金
が
上
が
る
と
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
金
押
し
上
げ
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
愛
労
連

は
４
月
９
日
、
最
低
賃
金
１

５
０
０
円
め
ざ
し
て
、
名
古

屋
駅
前
で
宣
伝
を
実
施
し
ま

し
た
。
お
そ
ろ
い
の
赤
い
Ｔ

シ
ャ
ツ
は
道
行
く
人
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
黒
猫
の
着

ぐ
る
み
も
登
場
し
、
多
く
の

人
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

時
給
２
０
０
０
円
以
上
が
多

数
を
し
め
ま
し
た
。

　

歴
史
的
な
物
価
高
、
実
質

賃
金
の
低
下
が
労
働
者
・
国

民
を
直
撃
し
、
生
活
悪
化
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

公
務
労
働
者
の
賃
上
げ
は
、

９
０
０
万
人
以
上
の
労
働
者

に
影
響
し
、
地
域
経
済
に
も

広
く
波
及
し
ま
す
。労
働
者
・

住
民
の
生
活
改
善
、
景
気
回

復
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

公
務
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

が
必
要
で
す
。
労
働
者
・
国

民
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、良
質
で
安
定
し
た
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
24
年
人

事
院
勧
告
に
お
い
て
大
幅
賃

上
げ
を
実
現
め
ざ
し
「
公
務

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
等
を

求
め
る
署
名
」（
公
務
員
賃
金

改
善
署
名
）
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
公
務
民
間
両
方
で

賃
上
げ
の
追
い
風
を
作
り
盛

り
上
げ
、
物
価
高
騰
を
上
回

る
賃
金
め
ざ
し
て
、
春
闘
後

半
戦
も
粘
り
強
く
た
た
か
い

続
け
て
い
き
ま
す
。

福保労春闘オルグで意思統一

医労連は記者会見で賃上げを訴え

組合名 組合名 金額 組合名 金額

【ＪＭＩＴＵ】 【建交労】 北学童清水第一 10,000

川本製作所 8,720 大宝運輸 10,000 天白学童植田 10,000

ＮＲＣ支部 4,225 三栄運輸 2,000 天白学童合同 初任給 3 万円 up

文化シヤッター 8,475 大成運送 5,000 千種学童合同 7,000

ＢＸ紅雲 5,000 名新陸運 4,000 守山学童廿軒家 2,000

東海キャスター 8,000 丸一運輸 1,000
春日井学童　　　
西部イルカ・玉川

賃上げ 4,000

バルダン 10,920 中部タイムス 3,664

矢崎部品 14,150(4.67％）東海 CS 8,850

【全国一般】 柘運送 30,204

ナトコ 13,404(ベア1,800) 東春運輸 2,000

【郵政ユニオン】 ベア 1.1％ 知多重機 2,000

【コープあいち】 定昇＋ベア 3,000 サンワ 1,000

【医労連】 斉藤運輸 6,300

名南会 ベアなし手当１万円 カンダ CORPR 7,510

みなと医療生協 5,884 JR 東海 15,900

尾張健友会 ベアなし手当１万円 JR 貨物 5,941

国立病院機構 8,324 井住運送 7,500

長寿医療センター 1,290 近物レックス 5,000

北医療生協 ベアなし手当７千円 スリーエム 時給 30 円ＵＰ

全 JCHO 病院労組 4.0％賃上げ

る
な
ど
、
精
力
的
に
反
対
運

動
を
お
こ
な
い
交
渉
に
貢
献

し
ま
し
た
。

妥結組合　

５月８日現在

全国の回答集計



　

５
月
１
日
、
第
95
回
メ
ー

デ
ー
が
世
界
の
労
働
者
と
連

帯
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
春
闘
は
、「
物
価
高
騰
を

上
回
る
大
幅
賃
上
げ
」「
労

働
組
合
主
導
の
春
闘
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を

か
ま
え
て
た
た
か
っ
て
き
ま

し
た
。
建
交
労
の
ト
ラ
ッ
ク

労
働
者
は
３
万
円
を
始
め
５

ケ
タ
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
が
、
中
小
企

業
、
ケ
ア
労
働
者
、
非
正
規

労
働
者
の
賃
上
げ
は
置
い
て

き
ぼ
り
で
交
渉
は
継
続
中
で

す
。
多
く
の
労
働
者
の
賃
上

げ
が
な
い
上
に
円
安
重
な
り

く
ら
し
は
大
変
に
な
る
ば
か

り
で
す
。円
安
の
脱
出
に
は
、

政
府
が
新
自
由
主
義
に
よ
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
を
反

省
し
、
大
企
業
や
富
裕
層
へ

の
応
分
の
負
担
を
迫
り
、
賃

上
げ
コ
ス
ト
を
価
格
に
転
嫁

す
る
こ
と
、
最
低
賃
金
全
国

一
律
１
５
０
０
円
、
公
務
労

働
者
や
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
に
責
任
を
持
つ
こ
と

で
す
。

　

衆
議
院
３
選
挙
区
の
補
欠

選
挙
は
自
民
党
が
政
治
と
カ

ネ
問
題
で
全
敗
し
ま
し
た
。

国
民
が
政
治
に
望
む
こ
と

は
、
大
軍
拡
・
大
増
税
で
は

な
く
消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ

イ
ス
廃
止
、年
金
引
き
上
げ
、

教
育
・
子
育
て
支
援
、
社
会

保
障
の
抜
本
的
拡
充
、
脱
原

発
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
と

憲
法
を
い
か
し
て
、
国
民
の

平
和
的
生
存
権
、
幸
福
追
求

権
が
保
障
さ
れ
る
国
で
す
。

愛
知
で
も
市
民
と
野
党
の
共

闘
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
４
カ

月
、
今
も
断
水
が
続
き
家
も

ビ
ル
も
倒
れ
た
ま
ま
で
避
難

生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
国

の
抜
本
的
な
支
援
拡
充
で
復

旧
・
復
興
が
急
が
れ
ま
す
。

公
務
・
公
共
体
制
の
拡
充
が

必
要
で
す
。

　

岸
田
政
権
の
大
軍
拡
は
、

東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
高
め
て

い
ま
す
。
ひ
と
た
び
戦
争
が

起
こ
れ
ば
、
容
易
に
終
わ
ら

な
い
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
ガ
ザ
侵
攻
を
見
れ
ば
明
白

で
あ
り
、
政
府
は
外
交
努
力

を
尽
く
し
て
争
い
を
回
避
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
声
を
上
げ
れ
ば
、
未

来
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
労
働
者
の
た
た

か
い
の
歴
史
が
示
し
て
い
ま

す
。
世
界
の
労
働
者
と
連
帯

し
て
た
た
か
い
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
！

第
95
回
愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
主
催
者
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

私
た
ち
は
未
来
を
変
え
ら
れ
る

4/13

4/14

4/15

5/3

福祉予算削るな！福祉を金儲けにする
な！愛知県民集会にむけた学習会。佛教
大田中先生をまじえ福祉情勢を共有した

わくわく講座閉講式。毎日新聞社記者の
東海林智さんが講演し、ストライキの大
切さが訴えられた

鈴鹿大学非常勤講師雇い止め裁判支援。
津地裁での傍聴に多くの支援者が集ま
り、スタンディング宣伝も実施した

憲法会議市民のつどいが開催され、ＮＨ
Ｋ朝ドラ効果で憲法に注目が集まる中、
当日券も完売になる盛況となった

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真（デジタルでも可）と簡単な文
章でお寄せください。しめきりは毎
月４日までに愛労連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p
ic
s

T
o
p
ic
s

第 95回
愛知県中央
メーデー

　

５
月
１
日
、
全
国
で
メ
ー

デ
ー
が
と
り
く
ま
れ
ま
し

た
。
愛
知
県
で
は
名
古
屋
市

中
区
の
白
川
公
園
で
愛
知
県

中
央
メ
ー
デ
ー
集
会
、
そ
の

他
６
地
域
で
メ
ー
デ
ー
集
会

が
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
２

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
組
合

や
団
体
の
17
人
が
、賃
上
げ
・

権
利
向
上
・
平
和
な
ど
リ

レ
ー
ト
ー
ク
形
式
で
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
西
尾
美
沙
子
実

行
委
員
長
の
挨
拶
後
、
来
賓

の
ス
ト
ッ
プ
イ
ン
ボ
イ
ス
の

廣
瀬
仁
亮
（
ま
さ
あ
き
）
さ

ん
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

廃
止
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ガ
ザ
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ご

や
の
金
城
さ
ん
か
ら
は
、
ガ

ザ
の
平
和
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、
愛
高

教
の
武
藤
陽
子
さ
ん
が
代
読

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

も
う
一
人
保
育
士
を
の
合
唱

で
は
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。
デ
モ
行

進
は
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
コ
ン

ク
ー
ル
の
力
作
と
と
も
に
２

コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て
歩
き
、

に
ぎ
わ
う
街
中
で
多
く
の
人

へ
元
気
に
ア
ピ
ー
ル
。
軽
快

な
ラ
ッ
プ
調
の
コ
ー
ル
は
、

沿
道
の
共
感
を
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

（3） （2）No.371 2024年5月10日発行2024 年 6 月号

わたしたちが声をあげて未来を変える！わたしたちが声をあげて未来を変える！
働くものの団結で生活と権利を守り、平和と民主主義、中立の日本をめざそう！

デコレーションコンクール
審査結果

◆デコレーション部門
　最優秀賞　　建交労あいち女性部
　優秀賞　　　新婦人中支部
　　同　　　　新婦人愛知県本部

◆仮装着ぐるみ部門
　最優秀賞　　福保労かわらまち分会
　優秀賞　　　名古屋市職労教事支部
　　同　　　　名古屋市職労福祉支部

◆横断幕・プラカード部門	
　最優秀賞　　郵政ユニオン

　優秀賞　　　年金者組合女性部

　　同　　　　名古屋市職労福祉支部

みんなの要求を
形にしてアピール

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
最

優
秀
賞
は
建
交
労
あ
い

ち
女
性
部
の
作
品
で
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を

目
に
見
え
る
形
で
わ
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

【ご臨席】	

　衆議院議員　日本共産党　本村伸子　氏

　日本共産党愛知県委員会　委員長　石山淳一　氏

　社民党愛知県連合　常任幹事　神谷　孝　氏

　新社会党愛知県本部　委員長　保田　泉　氏

　緑の党グリーンズジャパン東海　共同代表　尾形慶子　氏

【メッセージ】

　愛知県知事　大村秀章　氏

　衆議院議員　自由民主党　神田憲次　氏

　衆議院議員　立憲民主党　しげとく和彦　氏

　衆議院議員　立憲民主党　牧　義夫　氏

　衆議院議員　立憲民主党　吉田つねひこ　氏

第 95 回愛知県中央メーデーに

ご臨席メッセージをいただいたみなさま

ご臨席・メッセージありがとうございました。

第
95
回
東
三
河
地
区　

メ
ー
デ
ー
集
会　

２
０
０
人
が
参
加

２
０
２
４
尾
張
東
地
域　

メ
ー
デ
ー　

８
０
人
が
参
加

第
95
回
一
宮
地
方

メ
ー
デ
ー
集
会　

１
５
０
人
が
参
加

第
95
回
メ
ー
デ
ー

尾
北
地
域
集
会　

１
２
０
人
が
参
加

第
95
回
安
城
地
区

メ
ー
デ
ー
集
会　

１
８
０
人
が
参
加

第
95
回
尾
張
中
部
地
区

メ
ー
デ
ー　

１
５
０
人
が
参
加

各地域メーデーも元気にアピール
名
水
労

樋
口　

竜
浩　

さ
ん

　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

へ
災
害
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
支
援
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の

職
場
の
人
数
も
少
な
く
大
変

で
す
。
市
民
の
た
め
に
も
職

場
の
人
員
増
と
、
責
任
あ
る

仕
事
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
支
部

岡
本　

花
子　

さ
ん

　

学
童
保
育
所
を
児
童
福
祉

施
設
に
位
置
付
け
る
こ
と
を

求
め
る
要
請
署
名
を
集
め
て

い
ま
す
。
今
日
は
30
分
ほ
ど

で
65
筆
も
集
ま
り
ま
し
た
！

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、

職
員
の
配
置
が
増
え
、
よ
り

良
い
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

建
交
労

名
古
屋
市
職
労

坂
本　

将
取　

さ
ん

　

「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一

人
保
育
士
を
」
の
運
動
で
は

一
部
基
準
が
変
わ
る
な
ど
成

果
が
出
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
保
育
士
は
足
り
ま
せ

ん
。
配
置
基
準
の
改
善
や
保

育
士
の
増
員
、
賃
上
げ
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
！

自
治
労
連　

建交労保育パート支部
尾﨑よしみさん

非正規差別 NO!
自治体はすべて
の会計年度任用
職員に「賃上げ」
を行え！

公務員賃金は
900 万労働者の
指標！国の責任
で大幅賃上げを
させるぞー！

ケア労働者の
「大幅賃上げ」
で、やりがいを
持って働ける医
療と介護を実現
しよう！

住民といっしょに
笑顔かがやく自治
体づくりのため
「憲法」を活かし、
実現できる自治体
と地域・職場をつ
くろう！

子どもの学習権
を守り、子ども
たちも教職員も
笑顔の学校にし
よう！

「公共」の担い手　　　
を増やし育み、
空の安全と　　　　

「公共」を取り戻そう！

いのちと健康
を人質にした　　

「マイナ保険証　
一本化」は撤回
させよう！

ローンでなく給
付へ！安心して
学び・働ける「奨
学金制度」に変
えていこう！

福祉は権利！障
害のある方と労
働者の権利を向
上させるぞー！

武器輸出 NO!　
安心して働ける
平和な社会と地
域にしよう！

わたしたちは能登
のみなさんと連帯
します。政府は被
災地の復旧と被災
者のくらしに責任
をもてー！

保育者と保護者と
一緒に、さらなる
改善目指して、「子
どもたちにもう一
人保育士を！」

医労連名古屋リハビリ事業団労組
中山良子さん

愛知国公
國枝孝幸さん

自治労連
高木強さん

愛高教
堀直予さん

愛知国公・国土交通労組
藤坂圭祐さん

全印総連・東海共同印刷労組
渡邉元気さん

愛知社保協
伊藤剛さん

きょうされん
今治信一郎さん

守山労連
城下英一さん

医労連
矢野彩子さん

自治労連・名古屋市職労
長谷川容子さん

マクロ経済　　　
スライド NO!　　
物価高騰を上回る

「年金引上げ」を
かちとるぞー！

年金者組合
渡辺義巳さん

ドライバーの　　　　　
犠牲の上に成り立つ　
物流を見直し、　　　　

「大幅賃上げ」で　　　
未来を切り拓こう！

建交労大宝運輸支部
名和悠大さん

いますぐ　　　　
全国一律1500円！　　　　
最賃の引上げで　　
低賃金労働を　　　
なくそう！

生協労連・コープあいち労組
三好智恵子さん

男女差別 NO!　
あらゆる差別を
なくし「ジェン
ダー平等」社会
を実現しよう！

愛労連女性協
林まなみさん

み
ん
な
の

声

メ
ー
デ
ー

愛知国公

丹羽秀徳さん

医労連

星山仁美さん

議長団の２人　　　　　　
雨にも負けず元気に進行

実行委員長 
西尾美沙子 

自
治
労
連　

もっと・みんなに
「賃上げ」を！声を
上げて、未来を変
えよう！ 医労連

星山仁美さん

17 人が　　　　　　　
リレートークで
要求アピール

愛　労　連



■国際人権連絡会「非正規」学習会
5 月 25 日（土）10:00
労働会館本館会議室
■労働委員会問題学習会
5 月 25 日（土）13:30
労働会館本館会議室
■非正規全国交流集会 in 佐賀
6 月 1 日 (土)～ 2 日 (日)
佐賀県＆リモート
■あいち平和行進ピースアクション
6 月 9 日（日）13:30
若宮広場
■あいち総がかり行動集会＋デモ
6 月 19 日（水）18:30
光の広場

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の 7 文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 5 月号（370 月号）の

クロスワードパズルの答えは「ランドセル」でし

た。正解者の中から抽選で下記の 10 名の方に図

書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　出発。……を切る

④　夏のはじめ

⑦　年を取ると皮膚にできる細

かい筋

⑧　奴隷（どれい）解放をした

　　アメリカの第 16 代大統領

⑨　考え違い。……を招く発言

⑪　成長した羊の肉

⑫　ふり仮名。……を振る

⑭　俵万智さんの「サラダ……

日」

⑯　ふき掃除の布

⑲　年が若い人

　お得意の客

　臼歯（きゅうし）のこと　

①　

巻
き
、
握
り
、
押
し
て
作
る

②　

筋
道
の
通
ら
な
い
言
葉

③　

神
社
の
入
り
口
に
あ
る

④　

猪
…
…
蝶

⑤　

裏
声
の
発
声
法
が
特
色
の
ス
イ

　
　

ス
地
方
特
有
の
民
謡

⑥　

握
り
寿
司
の
単
位

⑩　

高
い
所
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
む

　
　

遊
園
地
の
乗
り
物

⑪　

お
店
に
飾
る
ネ
コ
の
置
物

⑬　

月
下
…
…
。
八
方
…
…

⑮　

昔
、
一
定
期
間
、
住
み
込
み
で

　
　

働
い
た
…
…
奉
公

⑯　

ダ
ン
ボ
は
…
…
の
赤
ち
ゃ
ん

⑰　

海
水
の
満
ち
干

⑱　
「
隣
り
の
…
…
は
よ
く
柿
食
う
…

　
　

…
だ
」

⑳　

入
…
…
。
日
光
…
…　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
5
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

伊
藤
　
美
千
代
　（
名
大
職
組
）

市
橋
　
哲
太
　
　（
全
労
働
）

岩
田
　
浩
司
　
　（
全
労
働
）

大
橋
　
一
輝
　
　 （
名
市
大
職
組
）

河
村
　
真
理
　    （
名
古
屋
市
職
労
）  

原
田
　
寛
　
　
　（
年
金
者
組
合
）

松
本
　
竹
敏
　
　（
名
古
屋
市
職
労
）

安
田
　
雪
絵
　
　（
愛
高
教
）

山
本
　
隆
夫
　
　（
建
交
労
）

山
本
　
理
乃
　
　（
名
水
労
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、６月５日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

原水爆禁止 2024年世界大会の成功をめざし歩く
被爆者とともに核なき世界を見よう

　

５
月
６
日
、
平
和
行
進
は

東
京
都
の
「
夢
の
島
」
か
ら

出
発
し
ま
し
た
。
ガ
ザ
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
核
の
威
嚇
が
行
わ

れ
る
も
と
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
求
め
今
年
も
全

国
各
地
か
ら
広
島
・
長
崎
を

め
ざ
し
歩
き
ま
す
。
愛
知
か

ら
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
大
村
美

恵
さ
ん
が
全
国
通
し
行
進
者

と
し
て
参
加
。
91
日
間
歩
き

ま
す
。

　

「
平
和
行
進
」
は
、１
９
５

８
年
６
月
か
ら
始
ま
り
、
今

年
で
67
回
目
と
な
り
ま
す
。

参
加
地
域
、
参
加
者
数
と
も

に
国
内
で
最
大
の
草
の
根
平

和
運
動
で
す
。
県
内
各
地
を

歩
き
な
が
ら
、
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
自

治
体
へ
核
廃
絶
へ
の
賛
同
要

請
や
懇
談
な
ど
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
い
ち
で
は
５

月
31
日
に
静
岡
県
か
ら
引
き

継
が
れ
、
６
月
11
日
の
岐
阜

県
へ
引
き
継
ぐ
ま
で
の
12
日

間
行
進
し
ま
す
。
折
り
鶴
、

署
名
、
願
い
を
書
き
込
む
ペ

ナ
ン
ト
な
ど
を
集
め
て
い
ま

す
。
職
場
・
地
域
か
ら
一
歩

で
も
二
歩
で
も
参
加
し
て
、

声
を
集
め
て
い
く
こ
と
が
核

廃
絶
へ
の
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。
当
日
参
加
が
難
し
い

人
も
、
職
場
で
折
り
鶴
を
集

め
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
思
い
を

発
信
す
る
な
ど
、
平
和
行
進

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

元気に笑顔で歩く大村美恵さん（前列中央）

核
な
き
世
界
へ
歩
い
て
ア
ピ
ー
ル

あ
い
ち
平
和
行
進

2024

あいち平和行進
詳細はこちら

平和行進エックス
@aichi_P_march

■
社
会
で
は
、
初
任
給
ば
か

り
が
上
が
り
、
数
年
働
い
た

人
よ
り
も
初
任
者
の
方
が
給

料
が
良
い
と
い
う
状
況
が
起

き
て
お
り
、
そ
れ
が
離
職
に

繋
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

組
合
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず

つ
で
も
一
律
に
給
料
が
上
が

る
教
職
員
で
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す(

安
田
雪
絵
・

愛
高
教
）

■
今
年
度
か
ら
異
動
し
た
職

場
は
、
組
合
に
入
っ
て
い
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
懸
賞
を
一
緒

に
楽
し
む
仲
間
が
欲
し
い
。

図
書
券
を
奪
い
合
う
ラ
イ
バ

ル
が
欲
し
い
（
河
村
真
理
・

名
古
屋
市
職
労
）

■
今
年
の
小
中
学
校
の
入
学

式
は
４
日
。
た
っ
た
３
日
間

で
準
備
で
き
る
は
ず
は
な

く
、
年
度
当
初
か
ら
現
場
で

は
時
間
外
勤
務
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
県
教
委
に
大
い

に
抗
議
し
た
い
と
思
い
ま
す

（
加
藤
豊
裕
・
愛
教
労
）

■
全
国
地
方
自
治
体
の
持
続

可
能
性
に
つ
い
て
分
析
さ
れ

た
デ
ー
タ
で
、
私
の
住
む
町

は
26
年
後
は
人
口
が
な
く
な

り
消
滅
す
る
と
い
う
。
私
は

愛労連の発表
した声明

元
気
で
長
生
き
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
私
だ
け
が

残
っ
て
い
る
か
？
自
分
も
そ

の
中
に
入
っ
て
い
る
と
思
う

と
、と
て
も
さ
み
し
い
。今
か

ら
対
策
を
立
て
と
り
く
め
ば

間
に
合
う
の
か
町
は
ど
う
考

え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
不
安

な
日
々
の
こ
の
頃
で
す
（
木

原
宮
子
・
愛
厚
労
）

■
成
果
を
あ
げ
て
い
る
組
合

は
キ
チ
ン
と
行
動
し
て
い

る
！
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感

服
し
ま
す
（
伊
藤
美
千
代
・

名
大
職
組
）

　

雨
の
日
も
風
の
日
も 

    

一
歩
で
も
二
歩
で
も

オンライン署名

愛　労　連 （4）

　

４
月
20
～
21
日
に
、
全
労

連
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
た
能

登
半
島
地
震
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

職
場
の
石
川
県
出
身
の
青
年

組
合
員
の
仲
間
か
ら
、
ご
家

族
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ご

家
族
は
、
地
震
に
よ
る
家
の

倒
壊
で
骨
折
し
、
隙
間
か
ら

助
け
ら
れ
ま
し
た
が
入
院
が

で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

石
川
県
に
は
思
い
入
れ
が
あ

り
、
今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

羽
咋
市
に
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
能

登
半
島
に
近
づ
く
に
つ
れ
て

片
側
が
崩
れ
て
い
た
り
、
大

き
な
段
差
が
あ
っ
た
り
な

ど
、
道
路
状
況
が
ひ
ど
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
か
ら
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
先
の
珠
洲
市
ま
で
は

２
時
間
ほ
ど
か
か
り
、
移
動

し
て
い
る
時
間
が
長
く
、
復

旧
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
も

入
り
づ
ら
い
状
態
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
珠
洲

市
で
は
組
合
員
さ
ん
の
お
宅

で
荷
物
の
搬
出
や
、
室
内
の

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
片
づ
け
な

ど
２
件
の
支
援
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。「
昨
年
壁
を
塗
り

替
え
た
ば
か
り
な
の
に
剥
が

れ
、
階
段
も
落
ち
て
き
て
い

る
。
水
道
が
復
旧
し
て
い
な

い
の
で
、
み
ん
な
避
難
し
て

い
る
」「
仮
設
住
宅
に
移
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ワ
ン

ル
ー
ム
。
夫
の
写
真
を
持
っ

て
い
く
の
が
や
っ
と
で
、
ご

先
祖
様
の
も
の
は
持
っ
て
い

け
な
い
」
な
ど
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
大
切
な
思
い
出
も

手
放
さ
な
い
と
い
け
な
い
状

況
に
心
が
痛
み
、
心
理
的
支

援
が
必
要
な
時
期
な
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
し
た
が
、
喜
ん
で
く
れ

た
や
さ
し
い
方
た
ち
だ
っ
た

の
で
、
余
計
に
復
旧
も
復
興

も
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
つ

ら
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
も
っ
と
多
く
の
支
援
が

必
要
だ
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
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復
旧
も
復
興
も
進
ん
で
い
な
い

能
登
半
島
地
震
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

祖
国
の
た
め
に
命
捨
て
る
の
は
道
徳
的

河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
発
言
に
抗
議

 

名
古
屋
市
長
の
河
村
た
か

し
氏
が
、
「
な
ご
や
平
和
の

日
」
制
定
に
関
わ
る
記
者
会

見
で
「
祖
国
の
た
め
に
命
を

捨
て
る
と
い
う
の
は
、
相
当

高
度
な
道
徳
的
行
為
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な

い
」
と
断
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
愛
労
連
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
人
の
命
は
尊
く

『
捨
て
た
り
・
捧
げ
た
り
』

す
る
も
の
で
は
な
い
」
「
い

の
ち
の
私
物
化
は
許
さ
れ
な

い
」
と
市
長
の
即
時
辞
職
を

要
求
。
革
新
市
政
の
会
も
発

言
撤
回
を
求
め
抗
議
。
５
月

13
日
に
再
要
請
と
記
者
会
見

を
開
催
し
ま
す
。
各
組
合
を

通
じ
て
団
体
・
個
人
署
名
に

と
り
く
む
と
と
も
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
も
よ
び
か
け
て

い
ま
す
。

茅野公恵 さん 
医労連 

みんなで力を合わせて 

頑張りました 


